
＜角の２等分線の定理＞
　定理　　△ の の二等分線と対辺

　　 との交点を とするとき、 は

　　を に内分する。すなわち

　　　　　　

＜参考＞　 である△ の頂点

における外角の二等分線と辺 の延長

との交点 は，辺 を ： に外分

する。つまり、

　△ において、 の二等分線が対辺 と交わる

点を とする。 、 、 のとき、

の長さを求めよ。

１

　△ の外心を 、内心を とする。下図の角 、 を求めよ。

１　　　　　　　　　　　　　　　　　２

２

　 辺が 、 、 である△

の内心を とし、直線 と辺 の交点を と

する。 を求めよ。

３

＜三角形の重心＞
　定理　　三角形の 本の中線は 点で交わる。

　　　　その交点は、それぞれの中線を に内分する。

　右の図において、点 は△ の

重心である。次の線分の長さを求めよ。

１ 　 　　 ２　 　　３ 　

４

＜三角形の成立条件＞

　 辺の長さが ， ， である三角形が存在する　 　

　次の長さの線分を 辺とする三角形が存在するかどうか調べよ。５

１ 　 、 、 　　　２　 、 、 　　　３ 　 、 、

図形の性質（１）「角の２等分線」「外心内心重心」「三角形の成立条件」「円に内接する四角形」「接線の長さ」



＜円周角＞
　下の図で、角 を求めよ。ただし、 は円の中心である。

１　　　　　　　　　２ 　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６

４　　　　　　　　　５ 　　　　　　　　　６

＜円に内接する四角形＞
　定理　　円に内接する四角形では

　１ 　対角の和は である。

　２ 　外角は、それと隣り合う内角の対角に等しい。

　下の図において，角 を求めよ。（ は円の中心）７

１　　　　　　　　　２ 　　　　　　　　　３

４ 　　　　　　　　　５　　　　　　　　　６

＜接線の長さ＞
　定理　　円の外部の 点からその円に引いた 本の接線において、

　　その点から つの接点までの距離は等しい。

㎝

㎝

㎝

　右の図において、円 は△ の内接円

で、 、 、 は接点である。次の問いに答えよ。

１ 　線分 はどの線分に等しいか。

２ 　辺 の長さを求めよ。

８

　右の図のように、 ㎝ 、 ㎝ 、

㎝ 、 の直角三角形 がある。

これに内接する円と各辺との接点をそれぞれ 、

、 とするとき、次の問いに答えよ。

１ 　内接円 の半径の長さを求めよ。

２ 　線分 の長さを求めよ。

９


